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研究成果の概要（和文）：コミュニティの発達度合いや人々の間の信頼関係などをあらわす 社

会関係資本（Social capital）が社会経済にどのような影響を与えるかを考察した。個人レベ

ルのデータに基づいた分析結果から、社会関係資本は、個人の選挙参加を促すことや所得分配

政策への支持度合いを高めることがわかった。また、居住地域の構造などによって、個人のコ

ミュニティへの参加程度に違いが生じることが分かった。ただし、これらの効果は個人の属性

などによって変化する場合がある。 

 
研究成果の概要（英文）：This paper investigates effect of social capital which is defined 
as degree of community participation and trust on social and economic condition. Based 
on the individual level data, results of estimation suggested that social capital enhances 
the community participation and leads people to prefer income redistribution policy.  
Further, the degree of community involvement depends on the structure of the residential 
place. These effects, however, varied according to individual’s characteristics. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、人間の信頼関係などを含む社会関係資
本（Social capital）と経済発展の関係が注
目されている。現在のところ、研究者の間で
社会関係資本が経済発展に正の効果をあた
える否かについて意見が分かれている。社会
関係資本の効果は、それぞれの社会が置かれ
た状況に依存するように思われるが、この点
について厳密な検証が先行研究では不足し

ている。とりわけ、日本では体験的あるいは
理念的な研究は存在するものの、社会関係資
本の効果を厳密な統計的手法により分析す
る研究は数少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、主に個票レベルのデータを利用
することにより、社会関係資本がどのように
人間の意識や行動とかかわっているかを、世
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界各国の制度的基盤（法律、歴史、文化）の
違いに着目しつつ明らかにする。これにより、
社会関係資本が経済発展を促す上で必要と
なる条件を考察する。 
 
３．研究の方法 
（１）日本のＪＧＳＳ（Japan Genearal 
Social Survey）により得られる個人レベル
データと各都道府県別データの統合を行う。
これにより、地域レベルの社会関係資本が個
人の幸福度、所得分配政策への支持度合いな
どを分析する。 
 
（２）一方で、国際データは World Value 
Surveys により得られる個人レベルのデータ
と各国のマクロレベルのデータを統合して、
日本の研究と同様の分析を進める。 
 
４．研究成果 
（１）Social capital(社会関係資本)が所得
分配にどのような効果をもつかについて統
計分析を行い、この研究結果は European 
Journal of Political Economy に掲載され
た。主要な結果は、下記の図１（縦軸は所得
分配政策への支持度合いで値が大きいほど
所得分配政策を支持することを示す。横軸は
社会関係資本の大きさを示す）によって簡単
にあらわすことができる。 
 今後はこの研究を発展させるために、同様
の手法により、ヨーロッパ諸国と日本におけ
る社会関係資本の効果の違いを分析してい
く予定である。 

 

図 1 

 
（２）経済学の投資理論モデルを適用するこ
とにより、社会関係資本への投資行動を分析
した。具体的には、調査時点での居住地域で
の居住年数や近隣住民の特徴により、人々は
町内会活動などへの参加頻度が変化するこ
とが分かった。また、本人の特徴よりも周辺
住民の特徴の効果が大きいことも明らかに
なった。したがって、個人が置かれた生活環
境が Social capital 形成に大きな役割を果
たすことが分かった。図２はこの関係を示し
たものである（町内会活動などへの参加頻度。
横軸はそれぞれの地域の持ち家比率を示す）
によって簡単にあらわすことができる。 
 この研究成果は、社会学や心理学などの諸

分野で進められてきた先行研究を、経済学的
な枠組みの中で分析を加えた点に貢献があ
る。 
 

 

図２.   

 
こ れ ら の 結 果 は 、 Journal of 
Socio-Economics 、 Economics Bulletin 、
International Advances in Economic 
Research などの査読付き国際学術誌に発表
された。 
 
（３）社会関係資本が負の外部性をどの程度
抑制するかを分析するために、社会関係資本
が喫煙行動に与える効果を分析した。その結
果、コミュニティへの関わりが強いほど、喫
煙行動が抑制され（Japan & World Economy 
誌）されることがわかった。 
また、社会関係資本が政治行動へ与える効

果も分析している。選挙への投票行動が積極
的になる（Applied Economics 誌）ことも明
らかになった（カッコ内は掲載された国際学
術誌の名前）。以上の結果は、個人の意識決
定は周囲の人間関係から独立して決まるも
のではないことを意味する。 
 これまで日本において、Social capital の
機能を実証的に分析した研究はほとんどな
かった。上記の研究成果は、海外における
Social capitalの実証分析結果との比較をす
るうえで、非常に重要な意義を持つと考えら
れる。 
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